
 

 

様式第十七号（第四条、第十条、第十九条の四関係）                                （用紙Ａ４） 

 

株主資本等変動計算書  

自 令和２年 ４月 １日  

至 令和３年 ３月３１日  

（会社名） (株) 仙 台 建 設                       

 

千円 

 
｜ 

一 

〇 

六 

｜ 

株主資本 評価・換算差額等  
 

新株 

予約権 

 
 

純資産 

合計 

 

 
資本金 

 

新株式

申込証

拠金 

資本剰余金 利益剰余金  

 
自己 

株式 

 

 
株主資 

本合計 

 

その他 
有価証 

券評価 
差額金 

 

繰延 
ヘッジ 

損益 

 

土地 
再評価 

差額金 

 

評価・ 
換算差 

額等合 
計 

 

資本 

準備金 

 

その他 

資本 
剰余金 

 

資本 

剰余金 
合計 

 

利益準 

備金 

その他利益剰余

金 
利益 

剰余金 

合計 ○○  

積立金 
繰越 

利益 
剰余金 

当期首残高 20,000   500 500  15,000 14,064 29,064 △ 49,564      49,564 

当期変動額                  

新株の発行                  

剰余金の配当        △1,500 △1,500  △1,500      △1,500 

当期純利益        20,918 20,918  20,918      20,918 

自己株式の処分                  
 ○○積立金の積立       500 △  500          

株主資本以外の

項目の当期変動

額（純額） 

                 

当期変動額合計       500 18,918 19,418  19,418      19,418 

当期末残高 20,000   500 500  15,500 32,982 48,482 △ 68,982      68,982 

 

 

 
必要に応じ項目を追加する。  

自社で定めている積立金

の名称を記載する。  
前期の貸借対照表の

各数値と一致する。  

なお，株式会社で資本金が 1 億円超，又は最終の貸借対照表の負債

合計が 200 億円以上の場合は，様式第十七号の三（附属明細表）の

提出が必要となります。  

ただし，有価証券報告書提出会社は有価証券報告書の写しの提出を

もって附属明細書の提出に代えることができます。  

当期の貸借対照表の各数

値と一致する。  


